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4 species of the freshwater turtles which collected in Akashi River, Hyogo prefecture.
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私達，神戸市立玉津第一小学校の玉一アクアリ

ウムは，在校生と卒業生の約30名が在籍し，１年

を通して１週間に１度以上明石川水系の調査をし

ています．水生生物や植物を調査捕獲し，絶滅危

惧種や在来種はリリースして，外来種はリリース

せずに外来種の命の大切さも考えて料理をして美

味しくいただき，またアクアリウムの畑で栽培して

いる野菜やフルーツの肥料にして，新鮮な野菜や

甘いフルーツも美味しくいただいています．外来種

の命が私たち人間の命の１部になることで生き物

全体のつながりを実感しています．

明石川水系に生息している４種の淡水ガメにつ

いて説明します．淡水ガメの割合は，2016年～

2022年の７年間のそれぞれの種の平均で出して

います（合計しても100％にはなりません）．一番

多く捕れるのがアカミミガメで，タモ網調査で捕れ

る53.1％がこのカメです．コロナ前までは捕れたア

カミミガメをみんなで解体して肉を唐揚げにして美

味しくいただいていたそうですが，今は出来ずに１

度冷凍したあと，ナーセリーと呼ばれるアクアリウ

ムの果樹園で剪定した木の枝と共に焼却して灰に

して肥料として使っています．毎年無農薬でとても

甘いメロンが収穫できます．私たち小学生はまだ

アカミミガメを食べたことがないので，コロナが終

息したらぜひ解体して食べてみたいです．アカミミ

ガメは他の外来種と違って捕獲しても数が減らな

い感じで，更に次々捕れて反対に増えている気さ

えします．近年は生まれたばかりの幼体も多いで

す．昨年（2022年）の神戸市アカミミガメ防除活動

では60匹のアカミミガメを捕獲できました．神戸市
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アカミミガメ防除活動でいただく助成金は，私たち

の調査活動の保険料として大切に使わせていた

だき，とても助かっています．

次に多いのがクサガメで，タモ網調査ではカメ類

の30.7％位ですが，仕掛けのカゴ網にはクサガメ

が一番多く入ります．捕獲したクサガメはニホンイ

シガメと同様に手足がない個体がとても多く，アラ

イグマの姿は見ていませんが，明石川の河原には

長い指が特徴のアライグマの足跡がたくさんある

ので，アライグマに食べられている可能性が高い

です．今はクサガメが捕れたら，ニホンイシガメと

の雑種ができることを心配しながらもリリースして

います．これから何か方針が決まれば私達もそれ

に従いたいと思います．クサガメは以前は神戸市

絶滅危惧種だったのに今は外来種になって複雑

な心境です．

３番目がスッポンで6.1％位で，明石川水系の本

流や支流だけでなく用水路にもいます．ニホンスッ

ポンと思っていましたが，私達が活動している近く

に昔，外国産のスッポンを育てている施設があっ

たそうで，スッポンが多く見つかる場所もだいたい

この付近が中心なので，在来種のスッポンか外来

種のスッポンか知りたいですが外観では見分けが

つかないので困っています．在来種のスッポンな

ら神戸市絶滅危惧種なので捕れたらリリースして

います．

１番少ないのがニホンイシガメで明石川水系の

カメ類全体の1.3％位です．でも，この1.3％も本当

に純粋なニホンイシガメなのかどうかはわかりま

せん．アクアリウムができた2007年頃は明石川水



系で調査をするとニホンイシガメが時々捕れてい

たそうですが，今は１年間で数匹しか捕れない程

に激減しています．中学生のメンバーは明石川水

系のニホンイシガメを飼育して，24匹の繁殖に成

功しています．

ニホンイシガメとクサガメの雑種は明石川水系

にもいて，雑種が見つかるのは多分数が少なく

なってニホンイシガメが相手を見つけられないから

だと思うので，ニホンイシガメが増えてきたらクサ

ガメとの雑種も減ってくると思います．

外来種を減らすと同時にニホンイシガメがたくさ

んいた頃の環境に戻すことがニホンイシガメを増

やすために，とても大切なことだと思います．私た

ちも頑張ります．

それから，10年以上前に明石川水系の櫨谷川

から当時の中学生メンバーが指を噛まれて血を流

しながらカミツキガメを捕まえて持ってきたことが

あったそうです．警察に連絡するとパトカー数台が

来る大騒ぎとなり，翌朝の新聞にも載ったそうです．

明石川水系でのカミツキガメの発見は，今までで

この１度だけです．

玉一アクアリウムでは，これまで外来種の駆除

活動を続けてきて，神戸市絶滅危惧種のヒラテテ

ナガエビなどの希少種は，明らかに個体数が増え

てきているのを実感していますが，ニホンイシガメ

は年々捕まえられる数や水面観察などでもイシガ

メを観察出来る機会が少なくなっていて危機感を

感じています．

最近の調査で捕まえられるカメ類は，イシガメや

クサガメよりも凶暴なアカミミガメでも手足や顔の

一部も欠損した個体が多く確認されていて，アライ

グマの影響の強さを実感しています．

現在，私達が活動している明石川の中流や下

流では，土砂の撤去工事が行われていて，元々葦

などの植物が茂っていたかなりの広範囲が工事

の影響で植物の生えていない石だけの河原に変

わっていて，アライグマにとってはイシガメなどを

見つけて補食しやすい状態になっています．

鳥獣保護法の関係で私達は直接アライグマを駆

除することは難しいので，工事が終われば葦など

の生き物の隠れ家になるような植物を明石川の他

の場所から持ってきて植え付けたりするといった

活動を行って小さなことから明石川水系のイシガメ

の保全に向けて自分達が出来る対策をしていきた

いと考えています．

これからも明石川に寄り添い多くのことを学びな

がら活動を続けていきたいです．

図１．明石川で捕獲された淡水ガメ４種
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